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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結
累計期間

第65期

会計期間

自2018年
　４月１日
至2018年
　６月30日

自2019年
　４月１日
至2019年
　６月30日

自2018年
　４月１日
至2019年
　３月31日

売上高 （千円） 15,259,148 15,113,964 61,831,578

経常利益 （千円） 1,741,964 1,556,904 3,295,897

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 2,244,358 1,146,261 3,454,098

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 884,643 502,752 350,429

純資産額 （千円） 65,499,609 56,969,954 59,347,828

総資産額 （千円） 114,247,562 110,101,848 110,433,858

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 44.59 24.14 69.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 57.2 51.6 53.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

ゼリア新薬工業株式会社(E00948)

四半期報告書

 2/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績及び財政状態に対して影響を与える可能性の高い主

なリスクについて、新たな発生または重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

（経営成績の状況）

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に引き続き緩やかな回復基調

が続いてはいるものの、通商問題の今後の行方や、英国のＥＵ離脱を巡る動き、さらには、中国をはじめとする

海外経済の動向に、一層注意が必要な状況が続いています。

医薬品業界におきましては、医療用医薬品は、医療費抑制策の一環として後発医薬品の使用が引き続き強力に

推進されており、またＯＴＣ医薬品市場におきましても市場競争の激化が続いており、ともに厳しい環境下で推

移いたしました。

このような状況の中、当第１四半期連結累計期間の売上高は、151億13百万円（前年同四半期比1.0％減）とな

りました。また、利益につきましては、売上の漸減及び研究開発費等の経費が増加したことにより、営業利益は

13億29百万円（前年同四半期比18.6％減）、経常利益は15億56百万円（前年同四半期比10.6％減）となりまし

た。なお、前期に特別利益を計上したこともあり、親会社株主に帰属する四半期純利益は11億46百万円（前年同

四半期比48.9％減）となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間の海外売上高比率は29.4％（前連結会計年度28.5％）となっております。

 

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

 

① 医療用医薬品事業

主力製品である潰瘍性大腸炎治療剤「アサコール」は、国内におきましては後発品及び競合品の影響を受けて

苦戦いたしましたが、海外市場では2018年12月より欧州で販売を開始した「ASACOL 1600mg」の寄与もあって好

調に推移し、全体では売上を拡大いたしました。一方で、炎症性腸疾患（IBD）治療剤「Entocort」（国内販売

名：「ゼンタコート」）は、海外の一部の地域で在庫調整が必要となったことから、苦戦することとなりまし

た。なお、機能性ディスペプシア治療剤「アコファイド」につきましては、引き続き内視鏡実施医療機関を中心

に潜在的な機能性ディスペプシア患者の掘り起しに努めております。

これらの結果、当事業の売上高は、79億95百万円（前年同四半期比1.7％減）、営業利益は７億73百万円（前

年同四半期比43.4％減）となりました。

 

② コンシューマーヘルスケア事業

主力製品群である「ヘパリーゼ群」につきましては、テレビＣＭなどの広告宣伝活動を積極的に展開し、製品

認知度の向上に努めた結果、引き続き売上を拡大いたしました。なお、2019年６月に「ヘパリーゼＷ Jelly」を

全国展開し、製品ラインアップを強化いたしました。また、「コンドロイチン群」につきましては、医薬品とし

ての有効性、安全性、高品質を訴求し、健康食品との違いを明確にした販売活動を行った結果、売上は堅調に推

移いたしました。一方、「ウィズワン群」等一部品目は市場競争の激化を受けて、苦戦いたしました。

これらの結果、当事業の売上高は、70億81百万円（前年同四半期比0.2％減）、営業利益は17億73百万円（前

年同四半期比19.9％増）となりました。

 

③ その他

保険代理業・不動産賃貸収入などにより、当事業の売上高は36百万円（前年同四半期比0.8％増）、営業利益

は56百万円（前年同四半期比1.9％減）となりました。

 

（財政状態の状況）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,101億１百万円となり、前連結会計年度末対比３億32百万円の減少

となりました。その内訳は流動資産が380億42百万円で、前連結会計年度末対比６億80百万円の減少、固定資産

が720億59百万円で、前連結会計年度末対比３億48百万円の増加となっております。流動資産の増減の主なもの

は、現金及び預金の減少２億69百万円、受取手形及び売掛金の増加５億68百万円、商品及び製品等のたな卸資産

の増加７億36百万円、未収金の減少等流動資産のその他の減少16億97百万円であります。また、固定資産の増減

の主なものは、有形固定資産の増加５億４百万円、無形固定資産の減少６億29百万円、投資その他の資産の増加

４億73百万円であります。
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当第１四半期連結会計期間末の負債合計は531億31百万円となり、前連結会計年度末対比20億45百万円の増加

となりました。その内訳は流動負債が398億93百万円で、前連結会計年度末対比10億54百万円の増加、固定負債

が132億38百万円で、前連結会計年度末対比９億90百万円の増加となっております。流動負債の増減の主なもの

は、短期借入金の増加10億45百万円、未払法人税等の減少３億46百万円、未払費用の増加等流動負債のその他の

増加４億80百万円であります。固定負債の増減の主なものは、長期借入金の増加３億98百万円、リース債務の増

加等固定負債のその他の増加４億99百万円であります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は569億69百万円となり、前連結会計年度末対比23億77百万円の減少と

なりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上11億46百万円、前期末配当の実施８億14百万

円、自己株式の増加20億63百万円、為替換算調整勘定の減少２億71百万円等によるものであります。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は前連結会計年度末と比べ2.0％低下し、51.6％

となりました。

 

（２）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、13億16百万円であります。また、

当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の状況については重要な変更はありません。

 

（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの運転資金需要の主なものは、原材料、仕入商品の購入などのほか、製造費用、販売費及び一般

管理費などの営業費用です。研究開発費は、販売費及び一般管理費に計上されております。一方、設備投資をは

じめとして有形・無形固定資産などへの投資資金需要が発生いたします。当社グループはこれらの資金需要に自

己資金及び社債の発行、長・短期借入金にて対応しております。

なお、当第１四半期連結累計期間においては、既存システムの更新等を実施しており、自己資金を主体に対応

しております。
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結を決定または締結に至った経営上の重要な契約はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 119,860,000

計 119,860,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 53,119,190 53,119,190
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 53,119,190 53,119,190 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
 発行済株式
 総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

 資本準備金
　 増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2019年４月１日～

2019年６月30日
― 53,119,190 ― 6,593,398 ― 5,397,490

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式 6,201,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 46,873,500 468,735 －

単元未満株式 普通株式 43,790 －
１単元(100株)未満の

株式

発行済株式総数  53,119,190 － －

総株主の議決権  － 468,735 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式39株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

    2019年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

ゼリア新薬工業株式会社

東京都中央区日本橋小舟町

10番11号
6,201,900 － 6,201,900 11.68

計 － 6,201,900 － 6,201,900 11.68

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,045,049 7,775,288

受取手形及び売掛金 ※２ 14,952,259 ※２ 15,521,131

商品及び製品 5,865,843 5,963,534

仕掛品 1,118,459 1,470,735

原材料及び貯蔵品 3,039,418 3,325,958

その他 5,743,229 4,046,016

貸倒引当金 △40,967 △59,910

流動資産合計 38,723,292 38,042,754

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 7,303,721 7,176,472

土地 11,662,200 11,661,252

その他（純額） 3,947,772 4,580,008

有形固定資産合計 22,913,693 23,417,733

無形固定資産   

のれん 7,858,872 7,643,215

販売権 14,935,122 14,457,750

その他 7,005,302 7,069,269

無形固定資産合計 29,799,297 29,170,235

投資その他の資産   

投資有価証券 5,538,058 5,855,991

退職給付に係る資産 12,922,270 12,918,465

その他 552,295 711,170

貸倒引当金 △15,049 △14,503

投資その他の資産合計 18,997,575 19,471,124

固定資産合計 71,710,566 72,059,093

資産合計 110,433,858 110,101,848

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,763,231 1,935,548

短期借入金 27,988,804 29,034,165

未払法人税等 693,190 346,258

賞与引当金 1,178,007 878,383

返品調整引当金 46,813 49,776

売上割戻引当金 84,745 85,272

その他 7,083,753 7,564,077

流動負債合計 38,838,546 39,893,483

固定負債   

長期借入金 7,795,965 8,193,975

退職給付に係る負債 648,527 742,343

資産除去債務 55,027 55,095

その他 3,747,964 4,246,996

固定負債合計 12,247,483 13,238,410

負債合計 51,086,030 53,131,894
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,593,398 6,593,398

資本剰余金 11,685,121 11,685,121

利益剰余金 43,822,190 44,153,810

自己株式 △10,565,994 △12,629,655

株主資本合計 51,534,715 49,802,674

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △21,658 △189,886

為替換算調整勘定 2,084,161 1,812,206

退職給付に係る調整累計額 5,588,368 5,384,648

その他の包括利益累計額合計 7,650,871 7,006,968

非支配株主持分 162,240 160,310

純資産合計 59,347,828 56,969,954

負債純資産合計 110,433,858 110,101,848
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 15,259,148 15,113,964

売上原価 4,368,066 4,269,190

売上総利益 10,891,082 10,844,774

返品調整引当金戻入額 38,995 46,813

返品調整引当金繰入額 41,855 49,776

差引売上総利益 10,888,222 10,841,810

販売費及び一般管理費 9,255,344 9,512,072

営業利益 1,632,877 1,329,738

営業外収益   

受取利息 2,539 5,616

受取配当金 120,609 143,453

為替差益 － 136,038

その他 40,939 37,834

営業外収益合計 164,088 322,942

営業外費用   

支払利息 48,049 50,763

為替差損 2,267 －

その他 4,684 45,013

営業外費用合計 55,001 95,776

経常利益 1,741,964 1,556,904

特別利益   

固定資産売却益 － 123

投資有価証券売却益 2,540 －

受取和解金 1,579,034 －

特別利益合計 1,581,575 123

特別損失   

固定資産売却損 － 388

固定資産除却損 87 215

特別損失合計 87 604

税金等調整前四半期純利益 3,323,452 1,556,422

法人税等 1,075,576 408,595

四半期純利益 2,247,876 1,147,827

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,518 1,566

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,244,358 1,146,261
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益 2,247,876 1,147,827

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 138,339 △168,228

為替換算調整勘定 △1,349,647 △273,126

退職給付に係る調整額 △151,924 △203,719

その他の包括利益合計 △1,363,232 △645,074

四半期包括利益 884,643 502,752

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 890,628 502,358

非支配株主に係る四半期包括利益 △5,984 394
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（IFRS第16号「リース」の適用）

在外連結子会社において、当第１四半期連結会計期間の期首よりIFRS第16号「リース」を適用しておりま

す。

当該会計基準の適用に伴い、当第１四半期連結会計期間の期首において、有形固定資産の「その他」が

881,256千円、流動負債の「その他」が221,534千円、固定負債の「その他」が659,722千円増加しておりま

す。なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

 
前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2019年６月30日）

ゼリア共済会（従業員）借入債務保証 109,955千円 109,673千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2019年６月30日）

受取手形 27,681千円 23,319千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

減価償却費 770,209千円 815,920千円

のれんの償却額 176,139千円 173,333千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．配当金支払額

 
　 （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
 普通株式 856,385 17.00 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

 

 　２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．配当金支払額

 
　 （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
 普通株式 814,640 17.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

 　２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

医療用
医薬品事業

コンシュー
マーヘルス
ケア事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 8,129,802 7,092,964 15,222,767 36,381 15,259,148 － 15,259,148

セグメント間の内部

売上高又は振替高 － 43 43 181,328 181,371 △181,371 －

計 8,129,802 7,093,008 15,222,810 217,709 15,440,520 △181,371 15,259,148

セグメント利益 1,367,627 1,479,144 2,846,772 57,894 2,904,666 △1,271,788 1,632,877

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業及び不動産業

等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,271,788千円は、主に報告セグメントに配分していない一般管理費等の

全社費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

医療用
医薬品事業

コンシュー
マーヘルス
ケア事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 7,995,394 7,081,889 15,077,284 36,680 15,113,964 － 15,113,964

セグメント間の内部

売上高又は振替高 － 59 59 154,195 154,255 △154,255 －

計 7,995,394 7,081,948 15,077,343 190,876 15,268,220 △154,255 15,113,964

セグメント利益 773,545 1,773,013 2,546,559 56,812 2,603,371 △1,273,633 1,329,738

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業及び不動産業

等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,273,633千円は、主に報告セグメントに配分していない一般管理費等の

全社費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益 44円59銭 24円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 2,244,358 1,146,261

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
2,244,358 1,146,261

普通株式の期中平均株式数（株） 50,329,710 47,488,701

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。

 

 

 

EDINET提出書類

ゼリア新薬工業株式会社(E00948)

四半期報告書

16/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年８月７日

ゼリア新薬工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 池田　敬二　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 上野　直樹　　印

 
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 高﨑　　博　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゼリア新薬工業

株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ゼリア新薬工業株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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